
 

2024 年度 防災訓練について 

 

 北海道看護協会災害支援委員会は、北海道防災会議構成機関の一員として防災訓練に参加しました。

主催者（道）や共働で活動した北海道薬剤師会との打合せ等を経て、開催地域周辺で登録されている災

害支援ナースと防災訓練に参加しましたので、活動内容を報告します。 

 

令和 6（2024）年度北海道防災総合訓練（前期） 

 

日  時：8 月 4 日（日）7:30～13:00 

会  場：釧路総合振興局管内 8 市町村 （避難所運営訓練 厚岸町 太田活性化施設） 

参加機関等：北海道庁、市町村、北海道防災会議構成機関、災害時協定締結企業等・その他協力機関 

     ・北海道保健福祉部地域医療推進局：釧路地域の災害支援ナース 2 名・事務局 1 名 

・北海道看護協会(北海道防災会議構成機関)：災害支援委員会(災害支援ナース)1 名・事務局 2 名 

目  的（主催者） 

北海道地域防災計画に基づき、北海道、防災関係機関、関係市町村の共同により、大規模な地震・

津波災害を到底した訓練を実動で行うことにより、災害時における応急対策能力の向上を図り、北海

道の災害対応力を強化することを目的とする。 

目  標（災害支援ナース活動） 

 災害時における避難所の開設や運営の実際について、理解を深めることができる。 

 避難所における災害支援ナースの役割や活動に対する理解を深めることができる。 

 保健医療機関との意見交換等を通して、相互の連携力やチームワーク力を高めることができる。 

 災害時の災害支援ナースとしての対応力を強化できる。 

内  容 

 避難所における支援活動・救護所を北海道薬剤師会と運営 

 避難所では、避難者が救護所に殺到することがあり、対応は症状の重い方を優先させるこ

と、医療職が役割分担を行っていることを理解していただくため、災害支援ナースと北海道

薬剤師会が共同し、救護所説明を行った。 

 ロールプレイング内容 

 1 事例目：熱中症（Ⅱ度）で介助人と救護所に来所し、災害支援ナースによる対応後に

医師の診察につなぐ（ポイント：熱中症は予防可能であること、共助について） 

 2 事例目：定期薬切れで救護所に来所し、看護師対応後、薬剤師につなぎ、調剤を行う 

（ポイント：お薬手帳の重要性） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 事例：患者役の観察 1 事例：介助人から情報収集 2 事例：情報収集 



 

 保健医療機関で行う避難所検討に参加 

 参加：道、厚岸町、北海道薬剤師会、北海

道 JRAT、北海道 DWAT、北海道災害支

援ナース、釧路保健所 

 テーマ：「避難者の健康管理」「配慮が必要

な方への対応」 

 

 他機関が実施する防災ブース等の見学・体験 

【北海道看護協会の展示内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災訓練に参加して～災害支援委員会～ 

防災講話の中で、避難することはもちろん、避難後の生活について話されていました。大規模な震災が

多い日本において、長期にわたる避難後の生活を支える必要性・重要性が増していることを実感しまし

た。今後は暑さが厳しい時期や厳冬期の避難生活と支援についても学びを深めていきたいと思います。 

全体を通して避難所における災害支援ナースの役割や活動に対する理解が深まり、災害支援ナースと

しての対応力の向上につながりました。今回の経験から、災害支援ナースの活動に関する情報発信や活動

を推進するためのネットワークの構築を目指していきます。 

 

訓練の詳細：北海道防災総合訓練のページ 

  ※下線部は下記へリンク：https://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/ktk/kts/71022.html 

 

災害支援ナースの立場として発言 

非常食：準備中 非常食：炊き出し 



 

令和 6（2024）年度札幌市総合防災訓練 

 

日 時：9 月 11 日（水）12:00～16:00 

会 場：大和ハウス プレミストドーム（避難所開設・運営訓練） 

参加団体：公的機関、地域団体・民間企業等、公的機関を除く協定締結機関  

     ・北海道保健福祉部地域医療推進局：札幌（中央区・豊平区）の災害支援ナース 7 名・事務局 2 名 

・北海道看護協会(地域団体・民間企業等)：災害支援委員会(災害支援ナース)1 名・事務局 1 名 

目 標 

 一連の訓練を通して、災害時における各関係機関の役割や相互の連携について、理解を深めるこ

とができる 

 避難所における災害支援ナースの役割や活動について、理解を深めることができる 

 避難者（要配慮者）への実践的な対応等を通して、災害支援ナースとしての対応力を強化できる 

内 容 

 保健師と共同し、福祉スペースにいる方々の健康観察 

  福祉避難スペースで避難者（要配慮者）の健康観察と必要に応じて二次避難所への搬送訓練を

担当し、「要配慮者情報カード」を参考に「要配慮者身体状況等情報シート」の記載を実施した。

札幌市の健康観察シートは、シートを埋めることで、必要最低限の情報を得ることができ、誰が

みても同じ情報を共有することができるツールとなっていた。 

 他機関が実施する防災ブース等の見学・体験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災訓練に参加して～災害支援委員会～ 
災害支援ナースとして、福祉避難スペースで避難者（要配慮者）の健康観察と必要に応じて二次避難所

への搬送訓練を担当しました。要配慮者身体状況等情報シートは、必要最低限の情報を得ることができ、

誰がみても同じ情報を共有することができるツールとなっていました。災害時は情報共有が困難な場合

があるため、このようなツールを活用することで情報共有が円滑になると学びました。 

今回の訓練で、発災から避難までの一連の流れを理解することができました。また、実際の避難所など

では避難者の不安が大きいと考えられ、災害支援ナースとして避難者に寄り添っていくことが不安の軽

減につながるのではないかと考えます。 

訓練の詳細：令和 6 年度札幌市総合防災訓練について 

 ※下線部は下記へリンク：

https://www.city.sapporo.jp/kikikanri/torikumi/oshirase/sougoubousair5.html 



 

令和 6（2024）年度北海道防災総合訓練（後期） 
 

日  時：2024 年 12 月 21 日（土）11：00～ 12 月 22 日（日）9：30 

会  場：根室振興局管内 5 市町 （避難所運営訓練 根室市 花咲港小学校） 

参加機関等：北海道庁、市町村、北海道防災会議構成機関、災害時協定締結企業等・その他協力機関 

     ・北海道保健福祉部地域医療推進局：根室地域の災害支援ナース 7 名・事務局 1 名 

・北海道看護協会(北海道防災会議構成機関)：災害支援委員会(災害支援ナース)2 名・事務局 2 名 

目  的（主催者） 

北海道地域防災計画に基づき、北海道、防災関係機関、関係市町村の共同により、大規模な地震･

津波災害を想定した訓練を実動で行うことにより、災害時における応急対策活動能力の向上を図り、

北海道の災害対応力を強化すること 

目  標（災害支援ナース活動） 

 災害時における避難所の開設や運営の実際について、理解を深めることができる。 

 避難所における災害支援ナースの役割や活動に対する理解を深めることができる。 

 保健医療機関との意見交換等を通して、相互の連携力やチームワーク力を高めることができる。 

 災害時の災害支援ナースとしての対応力を強化できる。 

 厳冬期の宿泊訓練を通して、避難者がより安全に健康的に避難所生活を送るために必要な衛生環

境や支援について、再考できる。 

内  容 

 

 救護所についてロールプレイングを通して住民へ説明 

 災害支援ナース 2 名と薬剤師 1 名が巡回し、対応する状況 

 1 事例目：低体温症で介助人が巡回中の災害支援ナース等に声をかけ、3 名で対応 

（ポイント：低体温予防の大切さと共助について） 

 2 事例目：しもやけ・高血圧症の持病あり、薬剤師につなぎ OTC 薬処方で対応 

（ポイント：軽症でも声を上げて欲しい、お薬手帳の重要性） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

避難所における支援活動・救護所を北海道薬剤師会と運営 

事例解説中 1 事例目 2 事例目 



 

 

 

 参加：北海道庁、根室市、北海道薬剤師会、北海道 JRAT、北海道 DWAT、北海道災害

支援ナース、根室保健所 

 テーマ：「避難者の健康管理」、「配慮が必要な方への対応」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 女性宿泊場所の室温は 6～7℃、男性宿泊場所は 16～17℃で経過、女性の参加者

はかなり寒く、あまり眠れなかった。 

 非常食の加熱体験、組み立てトランク型自動ラップ式トイレ等の展示を見学した。 

   

   

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災訓練に参加して～災害支援委員会～ 

薬剤師会と協働し、救護所における事例のロールプレイを行いました。非常食の試食では、加熱方法な

どを体験し、暖のとれる食事の重要性を再確認しました。冬期訓練ということで、換気の重要性と避難所

内の室温管理、寒さ対策の重要性を学びました(女性部屋の室温低下による睡眠障害があったため)。 

 

保健医療機関で行う避難所検討に参加 

宿泊訓練 

夕食：非常食と炊き出し 

朝食 
・パン 
・暖かい缶スープ 

テント内でダンボールベッド作成 足湯体験中 



 

令和 6 年度厳冬期における避難所運営・宿泊演習 

 

日  時：2025 年 1 月 29 日（水）13:00～ 1 月 30 日（木）10:30 

会  場：札幌市北区体育館 

参加機関等：北海道庁、市町村、北海道防災会議構成機関、災害時協定締結企業等・その他協力機関 

     ・北海道保健福祉部地域医療推進局：札幌（東区・西区）の災害支援ナース 2 名・事務局 1 名 

・北海道看護協会(北海道防災会議構成機関)：災害支援委員会(災害支援ナース)2 名・事務局 2 名 

目  的（主催者） 

道内市町村の防災担当者等を一堂に会して防災講話等により避難所運営に関する知識を習得させ

るとともに、厳冬期における避難所の環境を擬似的に再現し、実際に避難所での生活を体験及び各種

検証を実施することで、厳冬期における災害に対する参加者の防災意識を啓発する。 

目  標（災害支援ナース活動） 

  ・災害時における避難所の開設や運営の実際について、理解を深めることができる。 

・避難所における災害支援ナースの役割や活動に対する理解を深めることができる。 

  ・グループの意見交換等を通して、相互の役割理解や連携力を高めることができる。 

・災害時の災害支援ナースとしての対応力を強化できる。 

・厳冬期の宿泊訓練を通して、避難者がより安全に健康的に避難所生活を送るために必要な衛生環

境や支援について、再考できる。 

内  容 

 
 開会式・全体のオリエンテーション 
 基調講演：日本赤十字北海道看護大学教授根本昌宏、「厳冬期発災を想定内とす

る災害対策」、施設・避難所等ラピットアセスメントシートの紹介 
 パネルディスカッション：「厳冬期における避難所運営の課題と対策」 
   パネリスト：北海道保健福祉部地域医療推進局 
          医務薬務課課長補佐 鹿野 礼子 
         市立千歳市民病院  
          看護部長 玉井 留理子   
         他2名 北海道危機対策担当者 

札幌市危機管理担当者 
 防災展示会 

 
 
 
 
  
 
 
 

 
 

 防災関係機関による活動報告説明 
【北海道保健福祉部医務薬務課：災害支援ナースの被災地での活動等について】 

 

 

 

 

  

 

 

 

第 1 部：講演・展示 

登壇前の様子 

 自衛隊による足湯体験 



 

 

【夕食：非常食の加熱】 

  

 

【段ボ－ルベッドの組立】 

 

 

 

 

 

 

 

【足元暖房】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【足湯】                     【手洗い場所】     【ストーブ】 

  

 

【朝食】                   【救護所（2 階）】 

 

 

 

 

 

 

加熱前：よく読んで、よく混ぜて 加熱後：缶は熱々、塩分注意 加熱中：約 20 分 

小箱を組み立て中箱に入れる 中箱の上に天板を広げ、周囲を囲む 

ピンクの管にお湯が流れる 

ビニールの中に足を入れる。暖かい。 

 

利用者 0 人 

第 2 部：宿泊演習 
加熱中は蒸気と一緒に水素
ガスが発生するため、人数
によっては換気が必要 



 

HTB ニュース（映像） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：HTB 映像 2025 年 1 月 30 日 

https://news.yahoo.co.jp/articles/fd9b60a66f127246244b9f3c43f2e71257af0f62  

（参照 2025 年 2 月 1 日） 

 

 

北海道新聞 DIGITAL 

厳冬期の避難所、保温が命 食事や医療機器など課題確認 道と札幌市の防災訓練  2025/01/30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：厳冬期の避難所、保温が命 食事や医療機器など課題確認 道と札幌市の防災訓練 北海道新聞 

2025 年 1 月 30 日 https://www.hokkaido-np.co.jp/article/1117618/  

（参照 2025 年 2 月 1 日） 

 

防災訓練に参加して～災害支援委員会～ 

訓練は、厳冬期を想定した避難所運営の実践的な内容で、基調講演、活動報告と宿泊体験を中心に行

われました。段ボールベッドは、避難所での生活環境を改善するための重要なツールとして導入され、

その利点と課題を実際に体験することができました。 

今回の訓練を通じて、避難所運営における厳冬期の防寒対策の重要性が再確認されました。特に、プ

ライバシーの観点や衛生管理に関する具体的なマニュアルの整備の必要性を感じました。また、避難者

同士のコミュニケーションを促進し、相互支援の環境を築くことも重要であると考えました。 

 去年１月に起きた能登半島地震を受けて冬の災害に備えよう
と道と札幌市が合同で避難所運営などの訓練を行いました。 
 須藤有基記者：「こちらでは厳しい冬に対応した避難所の運
営訓練をしています。泊まり込みですので、段ボールベッドを
作っています」 
 ２９日から夜通しで行われているのは、道と札幌市が主催す
る合同防災訓練で、道内の自治体の担当者らが参加しました。
去年１月に起きた能登半島地震では「避難所の寒さ」が課題と
なりました。厳しい寒さの中、低体温症対策として、足元を冷
やさない器具などを使った訓練も行われています。 
 鈴木知事：「それぞれの職場や地域に訓練の経験を持ち帰っ
ていただいて常日頃の備えや今後災害への対応にぜひ活かして
いただきたい」 

 29 と 30 の両日に札幌市北区体育館で行われた防災

訓練は、道内の約 50 自治体の職員や災害支援関係者

ら約 90 人が避難所となる体育館で一夜を明かした。

昨年 1 月に発生した能登半島地震を受け、厳冬期の

避難所運営や課題を検証するために北海道と札幌市

が初めて共催で実施。参加者は温かい食事のありが

たさや、寒さに弱い医療機器を保温する重要性を実

感した。 

© 株式会社北海道新聞社 


